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委員会で否決委員会で否決
本会議では可決!!

総務常任委員会では
　琴浦町が誕生して初めて、一般会計当初
予算が総務常任委員会で「否決」となりま
した。これを本会議に報告した語堂正範委
員長に小椋正和議員が「総務常任委員会で
否決になった経緯、また、賛成者の意見、
反対する意見はどんなものだったのか」と
質疑。
　語堂委員長は「可決すべきは１名、否決

は３名、内容は同和問題、臨時職員、関西
事務所についてなど」と答え、賛・否の討
論戦に入りました。
　７人の議員が演壇に立ち、討論を繰りひ
ろげ、採決の結果は原案に賛成する議員が
７人、反対した議員は５人で、27年度一般
会計は可決となりました。討論の要旨を紹
介します。

賛成７人・反対５人

人件費
15.8％

物件費
17.0％

扶助費
15.3％

補助費
14.6％

　

繰出金他
12.8％

公債費
（借金返済）

14.5％

普通建設
補助事業費
1.5％

その他
12.9％

投資的
経費
9.9％

消費的経費
31.6％

歳　出
100億
6,200万円

義務的
経費
45.6％

普通建設
単独事業費
61％

県営事業
負担金他
0.1％

自主財源
27.0％

依存財源
　 73.0％

歳　入
100億
6,200万円

町税
17.2％

分担金及び
負担金　1.1％

使用料及び
手数料他　1.9％

諸収入　1.5％

繰入金　3.8％

地方交付税
39.5％

県支出金
9.6％

国庫
支出金
10.9％

町債
（借金）

8.5％

 地方消費税交付金他
4.3％

 寄附金他　1.7％

一般会計予算の中身

一般会計予算総額 100億6200万円
特別会計予算総額  66億4295万円
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一般会計
予算（案）総務 常

任
一般会計
予算（案）総務 常

任

賛 

成

語
堂
議
員

　
議
会
で
も
企
業
誘
致
特
別
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
お
り
、
関
西

事
務
所
の
み
で
す
べ
て
を
否
決
す
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
、
可

決
す
べ
き
だ
。

反 

対

青
亀
議
員

　
負
担
増
が
町
民
を
直
撃
す
る
も
と
、
新
た
な
無
駄
遣
い
に
踏
み

出
そ
う
と
し
て
い
る
。
改
革
す
べ
き
最
大
の
問
題
は
同
和
問
題
で

あ
り
認
め
ら
れ
な
い
。

賛 

成

桑
本
賢
治
議
員

　
人
権
・
同
和
問
題
と
関
西
事
務
所
の
二
つ
だ
け
で
全
予
算
の
否

決
は
無
茶
な
や
り
方
。
委
員
会
の
否
決
は
重
い
、
よ
く
考
え
て
賛

成
す
る
。

反 

対

川
本
議
員

　
防
災
計
画
の
見
直
し
、定
住
促
進
と
子
育
て
対
策
室
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。
グ
ル
メ
・
ス
ト
リ
ー
ト
な
ど
の
成
果
も
上
が
っ
て

い
な
い
。
否
決
が
適
当
で
あ
る
。

反 

対

高
塚
議
員

　
事
業
・
補
助
金
の
見
直
し
の
実
績
が
上
が
っ
て
い
な
い
。
非
正

規
職
員
の
問
題
は
何
も
し
て
い
な
い
。
ア
イ
デ
ア
に
欠
け
る
予
算

で
あ
り
反
対
す
る
。

反 

対

新
藤
議
員

　
関
西
事
務
所
は
委
員
会
で
修
正
案
の
話
も
出
た
が
、
も
う
一
度

考
え
直
す
べ
き
で
あ
り
、
残
念
だ
が
否
決
す
べ
き
と
討
論
す
る
。

賛 

成

手
嶋
議
員

　
予
算
は
問
題
点
も
あ
る
が
、
町
長
も
執
行
部
も
猛
反
省
を
し
て

い
た
だ
き
、
賛
成
し
て
通
す
の
が
妥
当
と
思
う
。

「
関
西
事
務
所
」
と
は
…

　

７
年
前
の
田
中
前
町
長
時
代
の
平
成
20
年
度
か
ら
定
住
促

進
と
企
業
誘
致
な
ど
を
目
的
に
、
鳥
取
県
の
関
西
本
部
に
職

員
１
名
を
同
居
す
る
形
で
常
駐
さ
せ
ス
タ
ー
ト
。
現
在
ま
で

企
業
誘
致
の
実
績
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

25
年
度
の
途
中
で
職
員
を
引
き
揚
げ
、
一
時
中
断
し
て
26

年
度
か
ら
新
た
な
企
業
誘
致
体
制
を
構
築
し
、
職
員
派
遣
を

再
開
。
27
年
度
予
算
で
は
、
１
件
の
誘
致
を
目
標
に
４
２
４
万

円
計
上
。
人
件
費
を
加
え
る
と
１
３
０
０
万
円
を
超
え
る
事

業
と
な
り
ま
す
。

一
般
会
計
　
予
算
に
対
す
る
討
論

解
説
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ました
　琴浦町議会は初めて ｢議会報告会･意見交換会｣ を小学校
が統合で地域になくなった３地区に出かけて開きました。
古布庄、以西、安田の３地区で65人の町民の方が参加され、
多くの意見が出されました。
　｢議会報告会･意見交換会｣ で出された意見は、３月30日
前田智章議長から山下一郎町長に文書で通知しました。通
知では「質問には回答し、その内容はホームページで公開
する」ので ｢町の見解の回答｣ を求めています。
　紙面の許すかぎり ｢議会報告会･意見交換会｣ で出された
特徴的な意見などを紹介します。

★�雨が降ると、加勢蛇川から用水路へ大量の土砂が流入する。重機や燃料の補助はあるが、根本的な
対策にはならない。部落の総事で撤去しているが、年々流入量が増し、費用負担も増加傾向にある。
早急に対策をお願いしたい（この件は、多数の方から要望があった）。
★�旧古布庄保育園を利用して地域振興協議会は活動しているが、保育園ということもあり、使い勝手
が悪い。高齢者サークルも活動しているが、トイレが和式で利用できない人
もある。改修をお願いしたい。
★�年々イノシシの被害が増加している。有効な対策をお願いしたい。
また、梨農家はカラスの被害が甚大で、対策に苦慮してい
る。カラスは年々増加しており、何とか駆除してほしい。
★�色々提案しても、行政にスピード感がない。あくまで地域
が主人公であり、行政の担当者レベルで進まないような事
がないようにしてほしい。

【古布庄地区】

保育園の統合に対する意見
○智頭の森の幼稚園のような取り組みも検討してほしい。
○�議論するには１年は短い。できるだけ保護者の意見を取り入れた形で進めてほしい。
○�保育園の統合を決める際には、自分の子どもが通っていたらどうかなど、相手の立場になって考え
てほしい。
地域の活性化についての意見
○�高齢化が進み、限界集落に近いところもある。国民年金だけの１人暮
らしも多い。学校を活用して若い人のオフィスや、高齢者が加
工品を作ったりして現金収入を得るための支援をお願いし
たい。
○�「明日の以西をつくる会」への県の補助金が今年度で切れる。
町の補助をお願いしたい。
○町営バスは大切な移動手段、廃止しないようお願いしたい。

【以西地区】
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意見を聞き
議会が出かけて

アンケートの結果　60％ ｢良かった」

議会だより

●�初めての議員さんとの話し合いで、地域の声が行政に
届けられる場所があることがとてもよい事だと思った。
●��遠い存在だった議員の方々と意見交換できて大変良
かった。今後も定期的に行って、住民の意見を聞いて
いただけたら有り難いです。
●��本気での意見交換になってほしいと考えます。
●��この会が単なるパフォーマン
スにならないように取り組ん
でほしい。
●��意見交換会の事を「議会だよ
り」で特別に発行されたい。

｢いつも読んでいる｣ 45％

★�保育園統合の説明会が開かれ、統合は間近だと思うが、子どもを増やすことを考えてほしい。若桜
町の保育料の無料化の例もあり、思い切った対策で人口減に歯止めをかけてほしい。
★�介護保険が大幅に上がる。施設が多いので介護費用がかかると説明されたが、施設利用率は県の平

均の80％程度であり、原因を明らかにすべきだ。
★都会の人はよく歩いている。健康寿命を延ばすために教室を開くなどして

健康体操やウオーキング習慣を付け、生活習慣病を予防すべきだ。
★�安田小学校を宿泊型の福祉施設とし、企業に入ってもらう。

また湯坂に温泉を導入してはどうか。小学校のプールで魚
の陸上養殖はどうか。
★�町の農業施策は大規模農家を対象としている。大規模農家
だけでは日本の農業は成りたたない。小規模農家に対して
もきめ細かい施策をしてほしい。

【安田地区】

大変良かった

今回は
次回は

25％

良かった
35％

まずまず
だった
18％

必ず
参加する
29％

できれば参加する
29％ いつも

読んでいる

45％

時々読んでいる
21％

あまり読まない
12％

無回答
22％
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審議結果 大
平
　
高
志

澤
田
　
豊
秋

桑
本
　
賢
治

語
堂
　
正
範

山
田
　
義
男

藤
堂
　
裕
史

藤
本
　
則
明

新
藤
　
登
子

高
塚
　
　
勝

川
本
正
一
郎

小
椋
　
正
和

手
嶋
　
正
巳

青
亀
　
壽
宏

桑
本
　
　
始

井
木
　
　
裕

前
田
　
智
章

賛
成

反
対

地方自治法124条以下及び国会法第79条以下並
びに請願法について、日本国憲法代16条の請願
権規定の趣旨に合致する形での改正を求める意
見書の提出を求める陳情

不採択 0 12 × × × × × 欠 × × × × × × × 欠 欠 議

請願書（所得税法第56条の廃止を求める請願） 採択 11 1 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 欠 欠 議
最低保障年金制度の実現を求める請願 不採択 3 9 × × × × × 欠 × ○ × ○ × × ○ 欠 欠 議
中学校で使用する歴史・公民教科書の採択基準
に関する陳情 不採択 1 11 × × × × × 欠 × × ○ × × × × 欠 欠 議

教科書採択改善のために、総合教育会議（設置）
の準備に関する陳情 不採択 2 10 ○ × × × × 欠 × × ○ × × × × 欠 欠 議

平成26年度琴浦町一般会計補正予算（第10号） 可決 10 2 ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ 欠 議
平成26年度琴浦町住宅新築資金等貸付事業特別
会計補正予算（第2号） 可決 10 2 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ × ○ ○ ○ × 欠 欠 議

琴浦町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅
費に関する条例並びに琴浦町教育委員会委員長
の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条
例の一部改正について

可決 8 4 × ○ ○ ○ ○ 欠 × ○ × ○ ○ ○ × 欠 欠 議

琴浦町介護保険条例の一部改正について 可決 11 1 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 欠 欠 議
琴浦町水道給水条例の一部改正について 可決 11 1 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 欠 欠 議
平成27年度琴浦町一般会計予算 可決 7 5 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ × × × × ○ × 欠 欠 議
平成27年度琴浦町住宅新築資金等貸付事業特別
会計予算 可決 10 2 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ × ○ ○ ○ × 欠 欠 議

平成27年度琴浦町介護保険特別会計予算 可決 11 1 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 欠 欠 議
平成27年度琴浦町水道事業会計予算 可決 11 1 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 欠 欠 議
債権の放棄（住宅新築資金等貸付金）について 可決 10 2 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ × ○ ○ ○ × 欠 欠 議
町道路線の認定について 否決 1 11 × × ○ × × 欠 × × × × × × × 欠 欠 議
琴浦町議会の議員報酬及び費用弁償等に関する
条例の一部改正について 可決 10 2 ○ ○ × × ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 議

所得税法第56条の改正を求める意見書の提出に
ついて 可決 11 1 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 欠 欠 議

TPP（環太平洋経済連携協定）交渉からの撤退を
求める意見書の提出について 否決 3 9 × × × × × 欠 × ○ × ○ × × ○ 欠 欠 議

この表に掲載していない議案は全会一致で可決しました。
○＝賛成　　×＝反対　　欠＝欠席　議＝議長
請願の件名その他詳細につきましては21ページをご覧ください。

賛否が分かれた議案などの起立採決による審議の結果

　

２
月
20
日
に
臨
時
議
会
が
開
か
れ
、

一
般
会
計
予
算
を
１
億
１
９
６
３
万
円

増
額
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
国
の
経
済
対
策
に
対
応
し

た
も
の
で
「
生
活
支
援
型
」
と
し
て
、

６
２
２
０
万
円
を
予
定
し
（
２
割
の
プ

レ
ミ
ア
ム
を
つ
け
た
商
品
券
や
生
活
保

護
世
帯
へ
の
灯
油
助
成
な
ど
）、「
地
方

創
生
先
行
型
」は
４
８
５
０
万
円
で
す
。

　

こ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
繰
り
越
さ
れ
、

実
際
に
執
行
さ
れ
る
の
は
27
年
度
と
な

り
ま
す
。

　

そ
の
他
に
、
軽
微
な
補
正
を
し
た
一
般

会
計
の
補
正
が
２
件
、
住
宅
新
築
資
金

貸
付
金
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
を
専

決
処
分
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

臨

時

会
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委 員 会 報 告

総
　
　
務

　

３
月
17
日
に
委
員
会
を
開
き
、
平
成

27
年
度
一
般
会
計
予
算
を
審
査
、
反
対

３
・
賛
成
１
と
な
る
。
反
対
の
理
由
と

し
て
、
同
和
対
策
事
業
や
臨
時
職
員
と

正
職
員
と
の
格
差
が
あ
る
点
、
関
西
事

務
所
に
対
す
る
反
対
で
あ
っ
た
。

　

一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
、
一
部
修

正
や
組
み
替
え
動
議
も
視
野
に
入
れ
た

議
論
が
な
さ
れ
た
が
、
合
意
に
至
ら
な

か
っ
た
。

　

町
内
視
察
と
し
て
、
す
こ
や
か
交
流

館
「
ア
エ
ル
」（
旧
浦
安
保
育
園
）
を

視
察
、
現
状
を
確
認
し
た
。

�

委
員
長　

語
堂
正
範

教
育
民
生

　

付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、

賛
成
多
数
で
承
認
と
し
た
が
、
住
宅
新

築
資
金
等
貸
付
事
業
に
つ
い
て
抜
本
的

な
改
革
が
必
要
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
「
最
低
保
障
年
金
制
度
の
実
現
を
求

め
る
請
願
」
は
、
全
て
国
庫
負
担
金
で

保
障
す
べ
き
と
の
こ
と
だ
が
、
社
会
保

障
全
体
で
考
慮
す
べ
き
と
し
て
不
採
択

に
な
っ
た
。

　
「
中
学
校
で
使
用
す
る
歴
史
・
公
民

教
科
書
の
採
択
基
準
に
関
す
る
陳
情
」

な
ど
２
件
は
、
教
育
委
員
会
と
し
て
の

重
要
性
、
意
義
な
ど
を
考
え
れ
ば
単
町

で
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
く
、
中
部
も

し
く
は
県
全
体
で
取
り
組
む
べ
き
で
あ

る
と
し
て
不
採
択
と
し
た
。

�

　

委
員
長　

藤
本
則
明

農
林
建
設

　

分
割
審
議
を
依
頼
さ
れ
た
一
般
会

計
、
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
水
道
、

下
水
道
・
集
落
排
水
各
特
別
会
計
は
、

い
ず
れ
も
審
議
の
結
果
、
可
決
す
る
も

の
と
決
し
た
。

　
「
地
方
創
生
」
に
関
連
し
て
、
デ
イ

リ
ー
タ
ウ
ン
（
酪
農
の
町
）
構
想
、
畜

産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
と
し
て
の
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
大
山
乳
業
の
職
員
派

遣
な
ど
を
担
当
者
か
ら
説
明
を
受
け
た
。

　

町
道
認
定
予
定
地
な
ど
の
現
地
を
視

察
し
て
、
問
題
点
を
調
査
し
た
。

�

委
員
長　

山
田
義
男

　

３
月
定
例
会
で
は
、
地
方
創
生

の
調
査
を
目
的
と
し
た
特
別
委
員

会
を
全
議
員
で
新
た
に
設
置
し
た
。

　

本
人
よ
り
の
辞
任
願
い
を
受

け
、
議
会
運
営
、
広
報
、
議
会
選

出
の
監
査
委
員
を
交
代
し
ま
し
た
。

【
地
方
創
生
調
査
特
別
委
員
会
】

◎
委
員
長

　

手
嶋　

正
巳　

議
員

○
副
委
員
長

　

語
堂　

正
範　

議
員

【
議
会
運
営
常
任
委
員
会
】

○
副
委
員
長

　

退
任　

藤
堂　

裕
史　

議
員

　

就
任　

小
椋　

正
和　

議
員

【
議
会
広
報
常
任
委
員
会
】

　

委
員

　

退
任　

井
木　

裕　

議
員

　

就
任　

山
田　

義
男　

議
員

【
議
会
選
出
監
査
委
員
】

　

退
任　

井
木　

裕　

議
員

　

就
任　

桑
本　

始　

議
員

代
表
監
査
委
員
に
山
根
弘
和
氏

を
承
認
し
ま
し
た

議
会
人
事

「アエル」を視察

町道認定予定地を視察

委員会の様子
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一 般 質 問

一般質問ここが
聞きた

い

一般質問 Q A&
質 問 議 員 質　問　事　項 掲載ページ

藤本　則明
①地方創生について
②分庁舎にも期日前投票所の設置を
③講演会の対応について

9

桑本　賢治
①情報公開とコスト表示の作成について
②図書館の運営について
③放課後児童クラブの運営について

10

青亀　壽宏

①赤碕台場跡の利・活用について
②保育を充実・保障する体制を確立する問題について
③農林漁業の後継者育成対策は現状でいいのか
④�同和対策を終了し、すべて法のもとの平等の原則に立った一般対策に移行
すべきではないか

11

大平　高志
①校外活動等における施設利用料について
②地域振興の取り組みについて
③認知症対策について

12

澤田　豊秋 ①地方創生について
②介護保険について 13

新藤　登子 ①AEDの点検と周知 14

手嶋　正巳 ①ナラ枯れ被害対策の見通しについて
②和牛振興対策について 15

高塚　　勝 ①ふるさと納税について
②セクシャル・マイノリティ（性的少数者）について 16

川本正一郎 ① ｢琴浦新時代への挑戦｣ 実施状況について 17
桑本　　始 ①「田園回帰」について琴浦流移住・定住策を！ 18

語堂　正範
①農業政策について
②地域おこし協力隊と地域活動団体について
③スポーツ・武道を通じたまちづくりについて

19

小椋　正和

①クラウドファンディングによる万本桜復活事業と今後の周辺整備について
②県道赤碕・船上山線について
③関西事務所について
④�犯罪防止、犯罪抑止力向上のため町内主要箇所への防犯監視カメラ設置に
ついて

20
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一 般 質 問

　
　
　

地
方
創
生
に
向
け
て
４
項
目
の
戦

略
テ
ー
マ
を
揚
げ
、
人
口
減
少
を

最
重
要
課
題
と
し
て
様
々
な
施
策

を
講
ず
る
と
い
う
目
標
が
あ
る
が
、
ど
の

よ
う
な
対
応
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

山
下
町
長

　
　答

　

町
の
元
気
や
活
性
化
を
生
み
出
す
と
い

う
取
り
組
み
で
あ
る
。

　

産
業
の
活
性
化
と
観
光
の
振
興
な
ど
と
併

せ
、
琴
浦
町
版
総
合
戦
略
に
盛
り
込
み
、
重

層
的
な
取
り
組
み
を
27
年
度
に
策
定
す
る
。

人
口
減
対
策
の
材
料
に

な
る
の
か

　
　問

　
第
二
（
25
歳
）
成
人
式
と
か
、
芝
の
結

束
機
な
ど
、
果
た
し
て
人
口
減
対
策
の
材

料
に
な
る
の
か
。

芝
の
活
性
化
は
重
要

山
下
町
長

　
　答

　

農
業
者
の
高
齢
化
の
中
で
、
芝
を
中
腰

で
持
ち
上
げ
る
よ
う
な
事
は
解
消
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、芝
生
産
が
活
性
化
す
る
こ
と
は
、

農
業
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
だ
。

無
駄
に
な
っ
た
ら

　
　問

　
芝
の
結
束
機
を
合
わ
せ
て
２
０
０
万
円

で
鳥
大
に
依
頼
し
た
お
金
が
無
駄
に
な
っ

た
。

　
も
し
、
今
回
の
取
り
組
み
も
無
駄
に

な
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
。

努
力
し
な
け
れ
ば

山
下
町
長

　
　答

　

今
回
の
予
算
の
4
０
０
万
円
が
無
駄
な

事
だ
っ
た
と
い
う
批
判
を
受
け
な
い
よ
う

努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
る
。

５
年
後
の
出
会
い
必
要
か

　
　問

　
20
歳
で
成
人
を
祝
い
、
５
年
後
に
第
二

成
人
式
を
行
い
、
再
び
出
会
い
の
場
を
設

け
る
の
は
不
合
理
で
な
い
か
。

多
く
住
ん
で
も
ら
い
た
い

山
下
町
長

　
　答

　

地
方
創
生
を
考
え
た
時
に
地
域
の
良

さ
、
若
い
人
に
多
く
住
ん
で
も
ら
う
こ
と

が
重
要
だ
と
思
う
。

分
庁
舎
で
の
期
日
前
投
票

所
の
設
置
を

　
　問

　
期
日
前
投
票
所
が
分
庁
舎
に
な
ぜ
な
い

の
か
。

　
分
庁
舎
を
有
効
に
活
用
し
て
、
期
日
前

投
票
所
を
分
庁
舎
に
設
置
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

責
任
者
の
配
置
困
難

源
内
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

　
　答

　

期
日
前
投
票
所
の
責
任
者
の
配
置
が
困

難
で
あ
る
。
経
費
の
削
減
や
県
中
部
の
市

町
で
は
全
て
一
ヶ
所
で
実
施
し
て
い
る
の

が
理
由
で
あ
る
。

講
演
会
の
対
応
に
つ
い
て

　
　問

　
講
演
会
を
振
り
返
る
と
課
題
が
見
え
て

く
る
。
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
、
ハ
ン
セ
ン
病

問
題
、
拉
致
問
題
な
ど
全
く
対
応
策
が
見

ら
れ
な
い
。
講
演
会
の
あ
り
方
を
考
え
る

の
に
良
い
機
会
と
思
う
が
。

学
習
会
を
提
供

小
林
教
育
長

　
　答

　

あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
る
総
合
計
画

を
実
施
し
て
い
る
。
今
日
的
な
課
題
に
対

し
、
多
様
な
視
点
か
ら
創
意
工
夫
を
凝
ら

し
、
学
習
会
を
提
供
し
て
い
き
た
い
。

　
　問

藤本　則明 議員

問

答

地方創生について

重層的に取り組む
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一 般 質 問 一 般 質 問

　
　
　
情
報
公
開
と
コ
ス
ト
の
表
示
の
た

め
、
工
事
看
板
の
記
載
事
項
に
コ

ス
ト
を
加
え
、
そ
の
工
事
に
か
か

る
費
用
の
金
額
を
表
示
す
べ
き
だ
と
思
う

が
、
な
ぜ
視
界
に
影
響
し
、
安
全
性
に
問

題
が
あ
る
の
か
。

視
界
を
防
げ
る

山
下
町
長

　
　答

　

工
事
現
場
に
は
、
事
故
を
防
止
す
る
た

め
に
さ
ま
ざ
ま
な
標
識
・
看
板
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
看
板

類
が
視
界
を
妨
げ
る
危
険
が
あ
り
、
新
た

な
看
板
を
設
置
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

積
極
的
な
情
報
公
開
を

　
　問

　
現
在
、
公
共
工
事
の
コ
ス
ト
の
表
示
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
が
、

閲
覧
は
、
パ
ソ
コ
ン
所
有
者
に
限
定
さ
れ

る
。
行
政
か
ら
の
積
極
的
な
情
報
公
開
を

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

山
下
町
長

　
　答

　

工
事
看
板
に
、
請
負
金
額
の
一
行
を
表

示
す
る
。

　

住
民
は
コ
ス
ト
に
非
常
に
関
心
が
高
い

の
で
、
広
報
を
し
て
い
き
た
い
。

な
ぜ
閉
館
時
間

早
め
る
の
か

　
　問

　
ま
な
タ
ン
号
を
含
め
て
、
図
書
館
の
利

用
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。ま
た
、

図
書
館
の
利
用
時
間
を
変
更
し
た
が
、
そ

の
結
果
に
つ
い
て
ど
う
な
っ
た
の
か
。

　
閉
館
時
間
を
早
く
す
る
と
利
用
で
き
な

く
な
る
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
な

ぜ
閉
館
時
間
を
早
め
る
の
か
。

利
用
率
は
減
少
傾
向

小
林
教
育
長

　
　答

　

図
書
館
の
利
用
状
況
は
全
体
で

13
万
５
０
０
０
冊
で
、
年
間
の
利
用
率
は

年
々
減
少
の
傾
向
に
あ
る
。

　

閉
館
時
間
は
、
金
曜
日
と
土
曜
日
は
午

後
８
時
半
だ
っ
た
が
、
そ
れ
を
試
験
的
に

７
時
半
と
６
時
に
変
更
し
て
い
る
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
　問

　
放
課
後
指
導
ク
ラ
ブ
の
学
年
別
利
用
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
今
年
度
か
ら
６
年
生
ま
で
を
受
け
入
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
な
ぜ
か
。

一
部
に
お
断
り
も

山
下
町
長

　
　答

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
保
護
者
が
労

働
等
に
よ
り
、
昼
間
に
家
庭
に
い
な
い
子

ど
も
に
対
し
て
の
事
業
で
す
。

　

４
月
か
ら
対
象
年
齢
を
６
年
生
ま
で
拡

大
し
た
ら
、
10
名
程
の
４
年
生
の
希
望
が

あ
っ
た
。

　

一
部
の
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
定
員
を
超

え
た
た
め
、
家
庭
の
状
況
に
よ
り
、
お
断

り
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
　問

桑本　賢治 議員

問

答

なぜ安全性に問題がある
のか

請負金額を表示する
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一 般 質 問 一 般 質 問

　
　
　
赤
碕
台
場
が
昔
現
地
に
あ
っ
た
こ

と
の
見
解
の
相
違
は
な
い
。
赤
碕

町
は
文
化
財
よ
り
企
業
用
地
に
価

値
を
見
い
だ
し
売
却
し
た
。

　
40
年
以
上
た
っ
て
文
化
財
の
価
値
に
目

覚
め
、
買
い
戻
し
た
が
、
赤
碕
台
場
の
価

値
と
は
ど
ん
な
価
値
か
？　
ま
た
、
利
・

活
用
は
ど
う
す
る
の
か
。

山
下
町
長

　
　答

　

赤
碕
台
場
の
築
造
は
郷
土
の
歴
史
を
語

る
も
の
と
し
て
貴
重
な
財
産
で
あ
り
、
広

報
し
て
い
く
。

　

国
史
跡
指
定
後
は
、
検
討
委
員
会
を
組

織
し
、
保
存･
活
用
が
両
立
で
き
る
よ
う

整
備
す
る
。

追
加
指
定
進
め
る

小
林
教
育
長

　
　答

　

試
掘
調
査
を
し
た
。
国
史
跡
の
追
加
指

定
の
準
備
を
進
め
る
。
鳥
取
藩
台
場
の
歴

史
背
景
の
講
演
会
を
考
え
て
い
る
。

歴
史
的
価
値
が
あ
る
か

　
　問

　
江
戸
幕
府
の｢

薪
水
給
付
令｣

を
へ
て
、

ペ
リ
ー
の
無
血
開
港
の
時
期
に
鳥
取
藩
は

台
場
築
造
を
命
じ
た
。
台
場
の
完
成
は
大

政
奉
還
の
3
年
前
、
一
発
も
発
射
し
て
い

な
い
赤
碕
台
場
が
歴
史
的
役
割
・
意
味
を

持
つ
の
か
。

要
塞
と
し
て
価
値
が
あ
る

山
下
町
長

　
　答

　

国
を
守
る
た
め
の
要
塞
と
し
て
築
造
さ

れ
た
歴
史
的
価
値
が
あ
る
。

国
が
価
値
を
認
め
た

小
林
教
育
長

　
　答

　

台
場
は
国
指
定
に
な
る
価
値
が
あ
る
も

の
だ
と
認
め
た
こ
と
で
、
町
が
施
策
を

取
っ
て
い
る
。

無
駄
な
公
共
事
業
の
典
型

　
　問

　
江
戸
時
代
末
期
の
無
駄
な
公
共
事
業
の

典
型
だ
が
、
ど
こ
に
歴
史
的
価
値
を
見
だ

し
て
活
用
す
る
の
か
、
さ
ら
に
膨
大
な
税

金
を
投
入
す
る
の
か
。

築
造
し
た
価
値
が
あ
る

山
下
町
長

　
　答

　

多
く
の
人
が
力
を
合
わ
せ
て
築
造
し
た

価
値
は
認
め
て
い
い
。

町
長
の
衝
動
買
い
だ

　
　問

　
た
と
え
国
が
指
定
し
て
も
、
現
実
に
台

場
は
な
い
。町
長
の
衝
動
買
い
だ
と
思
う
。

こ
れ
を
テ
コ
に
し
た
ム
ダ
使
い
を
し
な
い

よ
う
求
め
て
お
く
。

柔
軟
な
後
継
者
対
策
を

　
　問

　
広
い
視
野
に
立
っ
た
柔
軟
な
後
継
者
対

策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

｢

親
元
就
農
制
度｣

に
い
う｢

町
長
の

認
め
る
も
の｣

の
要
件
を
明
確
化
し
、
独

自
の
支
援
も
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

柔
軟
に
認
定
す
る

山
下
町
長

　
　答

　

｢

親
元
就
農
制
度｣

は
、昨
年
設
け
ら
れ
、

研
修
に
対
す
る
支
援
策
で
、
認
定
に
当

た
っ
て
は
柔
軟
に
対
応
し
た
い
。

※�

青
亀
議
員
は
こ
れ
以
外
に｢

保
育
体
制

の
問
題｣

と｢

同
和
問
題｣

の
質
問
も

行
い
ま
し
た
。

　
　問

青亀　壽宏 議員

問

答

赤碕台場の歴史的価値とは

歴史語る貴重な財産
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一 般 質 問 一 般 質 問

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
、
校
外
活

動
の
一
環
と
し
て
施
設
を
利
用
す

る
場
合
、
町
内
団
体
は
減
免
措
置

が
あ
る
が
、
町
外
団
体
と
試
合
な
ど
を

行
っ
た
場
合
は
町
外
利
用
者
に
利
用
料
が

発
生
し
て
い
る
。

　
利
用
料
を
徴
収
し
て
い
な
い
自
治
体
も

あ
り
、相
互
に
無
料
化
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

山
下
町
長

　
　答

　

県
中
部
・
郡
全
体
で
行
う
大
会
や
主
催

が
小
体
連
、
中
体
連
な
ど
の
学
校
組
織
が

行
う
大
会
な
ど
は
、減
免
規
定
を
適
用
し
、

無
料
と
し
て
い
る
。

　

他
町
と
の
練
習
試
合
等
に
お
け
る
利
用

料
の
無
料
化
を
し
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と

だ
が
、
統
一
は
難
し
い
が
、
教
育
委
員
会

と
協
議
す
る
。

小
林
教
育
長

　
　答

　

青
少
年
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
観
点
か
ら

使
用
料
を
徴
収
し
て
い
な
い
町
と
の
相
互

減
免
な
ど
、
検
討
す
る
。

観
光
協
会
の
機
能
強
化
を

　
　問

　
観
光
協
会
の
果
た
す
役
割
は
年
々
増
加

し
て
い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

　
今
後
、
財
政
的
に
も
人
的
配
置
な
ど
、

組
織
や
機
能
の
強
化
を
図
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

観
光
協
会
は
地
方
創
生
に
と
っ
て
必
要

な
組
織
で
あ
り
、
今
後
、
財
源
確
保
、
観

光
情
報
発
信
機
能
の
強
化
を
図
り
、
観
光

協
会
の
自
立
を
支
援
す
る
。

関
西
事
務
所
の

費
用
対
効
果
は

　
　問

　
企
業
誘
致
の
取
り
組
み
の
現
状
と
関
西

事
務
所
の
費
用
対
効
果
も
含
め
た
検
証
、

さ
ら
に
新
規
創
業
等
の
企
業
に
対
す
る
支

援
を
検
討
し
な
い
か
。

　

企
業
誘
致
の
受
け
皿
と
し
て
、
琴
浦
東

エ
リ
ア
を
選
定
し
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
と

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
制
作
を
行
な
っ
て
い

る
。
な
お
、
旧
古
布
庄
小
学
校
跡
地
の
公

募
を
一
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

　

関
西
事
務
所
は
、
企
業
誘
致
の
ほ
か
、

観
光
振
興
、
移
住
・
定
住
な
ど
様
々
な
事

務
を
行
な
っ
て
お
り
、
観
光
客
や
移
住
定

住
者
が
増
加
し
て
お
り
効
果
が
あ
が
っ
て

い
る
。

　

企
業
に
対
す
る
支
援
は
、
事
業
所
の
購

入
、
賃
貸
に
か
か
る
経
費
や
開
発
に
か
か

る
設
備
に
つ
い
て
、
補
助
率
二
分
の
一
、

上
限
百
万
円
を
助
成
す
る
。

認
知
症
対
策
に
つ
い
て

　
　問

　
発
症
初
期
や
65
歳
未
満
の
若
年
性
認
知

症
へ
の
支
援
強
化
を
柱
と
す
る
新
オ
レ
ン

ジ
プ
ラ
ン
が
発
表
さ
れ
た
が
、
新
プ
ラ
ン

を
踏
ま
え
、
現
在
の
予
防
対
策
の
問
題
点

や
今
後
の
認
知
症
対
策
の
方
向
性
、
俳
諧

対
策
な
ど
に
つ
い
て
伺
う
。

　

認
知
症
に
つ
い
て
は
、
医
療
と
介
護
の

連
携
強
化
、
介
護
予
防
教
室
及
び
見
守
り

活
動
を
促
進
す
る
。

　

ま
た
、
徘
徊
に
つ
い
て
は
、
日
頃
か
ら

地
域
の
見
守
り
や
日
頃
の
情
報
を
み
ん
な

で
共
有
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

も
し
行
方
不
明
の
場
合
、
防
災
無
線
や

ト
リ
ピ
ー
メ
ー
ル
に
よ
る
一
斉
送
信
な
ど

で
早
期
発
見
体
制
の
構
築
に
努
め
る
。

　
　問

自
立
を
支
援

山
下
町
長

　
　答

観
光
客
や
移
住
定
住
の
増
加

山
下
町
長

　
　答

見
守
り
を
促
進

山
下
町
長

　
　答

大平　高志 議員

問

答

スポーツ施設利用料
相互に無料化を

教育委員会と協議する� 山下町長
相互減免検討する� 小林教育長
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一 般 質 問 一 般 質 問

　
　
　
ふ
る
さ
と
納
税
で
多
く
の
寄
付
を

い
た
だ
い
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
招
待
し
て
我
が
町
を
も
っ
と

知
っ
て
い
た
だ
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

山
下
町
長

　
　答

　

今
は
特
産
品
を
送
り
、
町
の
特
産
品
を

知
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
る
。
さ
ら

に
宿
泊
券
や
物
産
館
の
サ
ー
ビ
ス
券
な
ど

｢

着
地
型｣

の
商
品
も
検
討
し
た
い
。

原
因
と
対
策
は

　
　問

　
第
６
期
の
「
介
護
保
険
事
業
計
画
・
高

齢
者
福
祉
計
画
」
が
策
定
さ
れ
た
が
、
介

護
給
付
費
が
県
内
で
最
も
高
く
、
危
惧
し

て
い
る
。
現
因
と
、
そ
の
対
策
は
。

　

介
護
給
付
費
は
県
内
ト
ッ
プ
で
、
原
因

は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
認
知
症
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
、
老
人
福
祉
施
設
の
給
付
費
が
高

止
ま
り
し
て
い
る
た
め
で
す
。

　

第
６
期
計
画
で
は
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
適

正
化
、
介
護
予
防
に
取
り
組
み
、
重
症
化

を
防
ぎ
、
認
定
率
の
上
昇
を
抑
え
た
い
。

　

琴
浦
町
は
運
動
習
慣
が
低
く
、
そ
の
向

上
に
も
取
り
組
む
。

高
い
給
付
費
原
因
は
？

　
　問

　
施
設
・
体
制
が
充
実
し
て
い
る
か
ら
、

利
用
者
が
多
く
、
給
付
費
を
上
げ
て
い
る

と
思
う
。
そ
れ
で
い
い
の
か
。
原
因
は
な

に
か
。

　

細
か
く
分
析
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

正
直
、
十
分
、
分
析
し
て
い
な
い
の
が
実

態
で
す
。健

康
寿
命
の
ば
す
に
は

　
　問

　
健
康
寿
命
を
延
ば
し
て
い
く
た
め
の
健

康
づ
く
り
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

年
金
も
減
っ
て
い
る
が
、
安
心
で
き
る
社

会
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
町
長
は
ど
う

考
え
る
の
か
。

　

協
会
健
保
と
の
連
携
は
健
康
寿
命
も
視

点
に
入
れ
た
も
の
だ
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
再
構
築
を

　
　問

　
福
祉
の
観
点
か
ら
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

を
再
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。
地
域
の
中

で
取
り
組
む
戦
略
会
議
を
設
け
て
議
論
し

な
が
ら
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
点
に
つ
い
て

問
う
。

　

福
祉
に
関
す
る
予
算
は
大
き
な
ウ
エ
イ

ト
を
占
め
て
い
る
。
展
望
や
戦
略
を
見
直

し
な
が
ら
し
っ
か
り
取
り
組
む
。

　

地
域
ぐ
る
み
で
横
の
連
携
を
取
り
な
が

ら
健
康
増
進
の
手
法
を
考
え
て
み
た
い
。

　
　問

介
護
予
防
に
取
り
組
む

山
下
町
長

　
　答

十
分
分
析
し
て
い
な
い

山
下
町
長

　
　答

協
会
健
保
と
連
携

　
　答

し
っ
か
り
取
り
組
む

山
下
町
長

　
　答

手
法
を
考
え
て
み
た
い

小
林
教
育
長

　
　答

澤田　豊秋 議員

問

答

ふるさと納税
招待しては?

｢着地型｣も検討したい
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一 般 質 問 一 般 質 問

　
　
　
町
内
公
共
施
設
約
50
ヶ
所
に
Ａ
Ｅ

Ｄ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
年
数
が

経
過
し
て
お
り
機
器
が
古
く
な
っ

て
い
る
。

　
日
常
の
点
検
を
し
て
い
る
の
か
。

山
下
町
長

　
　答

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
本
体
、
付
属
部
品
に
つ
い
て

は
、
定
期
的
に
交
換
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
２
年
間
で
リ
ー
ス
契
約
に
切

り
替
え
、
部
品
の
使
用
期
限
切
れ
を
防
止

し
た
い
。小

林
教
育
長

　
　答

　

教
育
関
係
施
設
に
は
、
お
よ
そ
30
ヶ
所

設
置
し
て
い
る
。
各
関
係
課
で
契
約
し
、

更
新
し
て
い
る
。

責
任
者
い
る
の
か

　
　問

　
日
常
点
検
は
、
点
検
担
当
者
を
置
い
て

管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の

責
任
者
は
い
る
の
か
。

課
長
の
補
足
説
明

▽
西
長
総
務
課
長

　

管
理
は
総
務
課
で
一
括
し
、
定
期

点
検
を
行
っ
て
い
る
。

点
検
各
部
署
で

小
林
教
育
長

　
　答

　

学
校
は
養
護
教
諭
が
、
体
育
館
は
職
員

が
、
公
民
館
は
公
民
館
主
事
が
定
期
点
検

を
行
っ
て
い
る
。

講
習
会
持
続
的
に

　
　問

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
講
習
会
を
持
続
的
に
す
る
必

要
が
あ
る
が
、
ど
う
か
。

機
会
を
据
え
て

山
下
町
長

　
　答

　

消
防
署
と
の
連
携
を
一
層
強
化
し
、
イ

ベ
ン
ト
等
の
機
会
を
捉
え
て
開
催
を
検
討

す
る
。

全
職
員
受
講
し
て
い
る

小
林
教
育
長

　
　答

　

教
育
委
員
会
で
は
、
全
て
の
職
員
が
受

講
を
終
え
て
い
る
。
今
後
と
も
引
き
続
き

行
っ
て
い
き
た
い
。

毎
年
保
護
者
に
も

　
　問

　
保
護
者
の
講
習
は
毎
年
で
な
く
、
一
部

と
聞
い
て
い
る
が
、
毎
年
全
保
護
者
の
講

習
を
し
な
い
か
。

希
望
あ
れ
ば
考
え
る

小
林
教
育
長

　
　答

　

保
護
者
が
毎
年
受
け
た
い
と
い
う
希
望

が
あ
れ
ば
考
え
た
い
。

　
希
望
者
だ
け
で
は
な
く
、
皆
さ
ん
が
受

け
て
損
は
し
な
い
。
き
ち
っ
と
し
た
手
順

を
学
ぶ
こ
と
で
ト
ラ
ブ
ル
に
直
面
し
た
場

合
は
慌
て
ず
に
対
応
で
き
る
が
。

誰
で
も
使
え
る
よ
う
に

山
下
町
長

　
　答

　

日
常
的
に
誰
も
が
使
い
こ
な
せ
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

プ
ー
ル
で
は
保
護
者
も

小
林
教
育
長

　
　答

　

安
心
・
安
全
な
プ
ー
ル
管
理
に
保
護
者

の
方
が
い
つ
で
も
使
え
る
状
況
を
つ
く
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　問

希
望
者
だ
け
で
な
く

　
　問

新藤　登子 議員

問

答

古くなったAEDの点検は

定期的に交換している� 山下町長
各課で契約し更新� 小林教育長
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一 般 質 問 一 般 質 問

　
　
　
県
中
・
西
部
の
緊
急
対
策
区
域
で

ナ
ラ
枯
れ
の
被
害
本
数
が
前
年
の

２
倍
以
上
に
な
っ
て
い
る
。

　
山
林
を
所
有
し
て
い
る
人
に
は
深
刻
な

問
題
で
あ
り
、
今
後
の
見
通
し
と
。
被
害

が
拡
大
し
た
要
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

山
下
町
長

　
　答

　

25
年
に
「
大
山
広
域
ナ
ラ
枯
れ
被
害
対

策
協
議
会
」
を
設
立
。
関
係
機
関
が
連
携

し
、
広
域
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ナ
ラ
枯
れ
は
、
進
み
方
が
非
常
に
早

か
っ
た
。繁

殖
農
家
支
援
は

　
　問

　
繁
殖
農
家
の
大
半
を
占
め
る
小
規
模
農

家
の
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

支
援
を
行
っ
て
い
る

山
下
町
長

　
　答

　

和
牛
増
頭
対
策
推
進
事
業
で
増
頭
を
計

画
し
て
い
る
農
家
に
牛
舎
の
整
備
を
支
援

し
て
い
る
。

　

新
規
参
入
者
に
対
し
て
も
牛
舎
や
堆
肥

舎
等
の
整
備
や
繁
殖
雌
牛
の
導
入
を
支
援

し
て
い
る
。

町
長
は
知
っ
て
い
る
の
か

　
　問

　
高
齢
者
が
多
く
後
継
者
が
少
な
い
。
大

半
の
農
家
は
「
行
け
る
所
ま
で
は
や
る
ん

だ
」
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
状
況
を
町
長

は
知
っ
て
い
る
の
か
。

　

深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
そ
の
他
の
分
野

に
つ
い
て
も
根
幹
的
な
影
響
が
出
る
。

対
策
と
支
援
は

　
　問

　
配
合
飼
料
価
格
が
高
く
な
っ
て
い
る
た

め
農
家
の
負
担
が
多
く
な
っ
て
い
る
が
、

町
長
は
知
っ
て
い
る
か
。

課
長
の
補
足
説
明

▽
八
田
農
林
水
産
課
長

　

肥
育
牛
の
経
営
安
定
特
別
対
策
事

業
で
基
金
を
造
成
し
て
価
格
が
下
が
っ

た
時
に
補
填
を
し
、
町
も
関
係
機
関

と
連
携
し
て
支
援
し
て
い
る
。

Ｐ
Ｒ
方
法
を
聞
き
た
い

　
　問

　
白
鵬
85
―

３
、百
合
白
清
２
の
Ｐ
Ｒ
方
法

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

ブ
ラ
ン
ド
を
活
か
す

山
下
町
長

　
　答

　

２
つ
の
ブ
ラ
ン
ド
を
、
町
と
し
て
活
か

さ
な
い
手
は
無
い
わ
け
で
あ
り
、
今
後
も

認
識
を
も
っ
て
取
り
組
む
。

生
産
者
を
支
援

小
松
副
町
長

　
　答

　

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
の
位
置
付
け
は

十
分
に
認
識
し
て
い
る
。
町
は
繁
殖
も
あ

り
、
県
内
で
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
肥
育
技
術

が
あ
る
。

　

全
国
に
鳥
取
和
牛
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
の
苦
労
が
生
産
者
の
方
に
か
か
っ
て
く

る
の
で
支
援
し
て
い
く
。

　
　問

深
刻
で
あ
る

山
下
町
長

　
　答

手嶋　正巳 議員

問

答

ナラ枯れ被害対策の�
見直しについて

県と連携して取り組む
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一 般 質 問 一 般 質 問

　
　
　
ふ
る
さ
と
納
税
は
昨
年
４
月
１
日

か
ら
１
月
31
日
ま
で
に
１
万
１
３

０
０
万
人
余
り
の
方
か
ら
１
億
７

８
５
０
万
余
り
の
金
額
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
年
度
ご
と
に
使
っ
た
具
体
的
な
事
業
及

び
そ
の
成
果
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
者
へ
の
具
体
的

な
事
業
報
告
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

　

寄
付
が
大
き
く
伸
び
た
の
で
、
事
業
を

拡
大
し
、
学
校
教
育
の
充
実
、
街
路
灯
設

置
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
活
動

支
援
、
介
護
予
防
、
さ
く
ら
祭
り
に
つ
い

て
使
っ
た
。

　

寄
付
者
へ
の
事
業
の
報
告
は
、
希
望
者

に
「
広
報
こ
と
う
ら
」
を
送
っ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
に
は
行
っ
て
い
な
い
。

　

今
後
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
、

報
告
す
る
よ
う
に
し
た
い
。

　

パ
ソ
コ
ン
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
等
の
機

器
を
学
校
に
配
備
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
為
に
資
金
提
供
を
い
た

だ
き
、
あ
り
が
た
い
事
で
す
。　

情
報
の
発
信
を

　
　問

　
今
年
は
昨
年
度
の
倍
く
ら
い
に
な
っ
て

い
る
。
お
礼
の
品
物
の
約
３
割
が
地
元
の

特
産
物
で
す
か
ら
、
地
元
企
業
と
し
て
も

潤
っ
て
い
る
。
全
国
フ
ァ
ン
が
い
る
と
い

う
こ
と
を
活
か
さ
な
い
手
は
無
い
。
も
う

少
し
顔
が
見
え
る
よ
う
な
、
内
容
が
分
か

る
よ
う
な
形
で
内
外
の
寄
付
し
た
方
に
も

発
信
し
て
は
ど
う
か
。

　

結
果
と
し
て
多
く
の
皆
さ
ん
の
理
解
を

得
た
と
い
う
こ
と
で
喜
ん
で
い
る
。
そ
し

て
、
こ
れ
と
が
今
後
、
順
風
満
帆
に
推
移

を
す
る
と
楽
観
的
に
考
え
る
事
は
で
き
な

い
。
だ
か
ら
、
き
め
細
か
な
配
慮
が
必
要

で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

性
的
少
数
者
対
策
は

　
　問

　
あ
る
調
査
で
は
、
人
口
の
５
・
２
％
は

セ
ク
シ
ャ
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
（
性
的
少

数
者
）と
の
結
果
が
発
表
さ
れ
た
。現
在
、

世
界
は
も
と
よ
り
、
日
本
国
内
で
も
セ
ク

シ
ャ
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
方
々
に
対

す
る
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。

　
琴
浦
町
で
は
具
体
的
な
取
り
組
み
を
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
ど
の
様
な
取

り
組
み
を
す
る
の
か
。

　
「
琴
浦
町
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
る
総

合
計
画
」の
実
施
計
画
の
中
で
、セ
ク
シ
ャ
ル・

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
に
つ
い
て
記
載
し
て
お
り
、

性
同
一
性
障
害
の
あ
る
人
等
の
尊
厳
を
守
る

人
権
保
障
の
実
現
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　

機
会
を
捉
え
て
啓
発
や
研
修
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
。

　

文
部
科
学
省
で
は
、
学
校
に
お
け
る
性

同
一
性
障
が
い
の
状
況
調
査
を
し
て
い
る
。

　

町
内
の
学
校
か
ら
の
相
談
事
例
は
今
の

所
あ
り
ま
せ
ん
。
見
え
に
く
い
、
気
づ
き

に
く
い
と
い
っ
た
側
面
も
あ
ら
わ
し
て
お

り
、
課
題
意
識
が
低
い
部
分
も
あ
る
。

　
　問

山
下
町
長

　
　答

石
前
教
育
委
員
長

　
　答

き
め
細
か
な
配
慮
も

山
下
町
長

　
　答

啓
発
や
研
修
に
取
り
組
む

山
下
町
長

　
　答

相
談
事
例
な
し

石
前
教
育
委
員
長

　
　答

高塚　勝 議員

問

答

ふるさと納税
寄付者への報告は

HPで報告考える� 山下町長
パソコンなど配備� 石前教育委員長
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一 般 質 問 一 般 質 問

　
　
　
「
琴
浦
新
時
代
へ
の
挑
戦
」
と
し
て

合
併
十
周
年
記
念
事
業
を
行
っ
た
。

　
町
主
催
の
事
業
や
民
間
団
体
の

協
賛
事
業
な
ど
の
実
施
状
況
と
そ
の
成
果

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

町
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
企
業
、
民
間
団

体
な
ど
に
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
21
の

事
業
を
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
盛
り
上
げ

て
い
た
だ
い
た
。

　

昨
年
９
月
に
「
琴
浦
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
が
結
成
さ
れ
、
地
域
の
活
性

化
に
取
り
組
む
仕
組
み
が
出
来
上
が
っ

た
。
連
携
、
協
働
の
流
れ
を
一
緒
に
推
進

し
、
支
え
て
い
き
た
い
。

コ
ト
ウ
ラ
イ
フ
の
改
善
点
は

　
　問

　
人
口
減
対
策
で
、
コ
ト
ウ
ラ
イ
フ
と
銘

打
っ
て
事
業
を
推
進
し
た
。
そ
の
実
施
状

況
と
改
善
点
を
把
握
し
、
今
後
の
事
業
推

進
に
ど
の
よ
う
に
生
か
す
か
。

　

琴
浦
町
人
口
減
対
策
骨
子
の
進
捗
状
況

は
、
お
お
む
ね
当
初
の
計
画
ど
お
り
実
施

し
て
い
る
。

　

琴
浦
町
版
総
合
戦
略
に
お
い
て
も
、
地

域
性
や
特
性
を
最
大
限
生
か
し
た
施
策
を

着
実
に
行
な
っ
て
い
く
。

Ｔ
Ｃ
Ｃ
と
光
ケ
ー
ブ
ル

　
　問

　
情
報
通
信
環
境
基
盤
整
備
事
業
（
Ｔ
Ｃ

Ｃ
光
ケ
ー
ブ
ル
の
張
り
替
え
）
に
つ
い
て

説
明
を
求
め
る
。

　

東
伯
地
区
は
、
平
成
25
年
度
に
実
施
設

計
を
し
、
26
、
27
年
度
、
継
続
事
業
に
て

整
備
中
で
す
。
赤
碕
地
区
に
お
い
て
は
、

平
成
二
十
八
年
度
実
施
設
計
、

二
十
九
、三
十
年
度
の
整
備
予
定
を
、
一

年
前
倒
し
を
し
て
計
画
し
ま
す
。

企
業
誘
地
の
状
況
は

　
　問

　
企
業
誘
致
の
推
進
と
関
西
事
務
所
の
再

設
置
の
状
況
と
成
果
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

　

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
琴
浦
東
エ
リ

ア
へ
の
誘
致
を
推
進
す
る
た
め
、
地
下
水

の
ボ
ウ
リ
ン
グ
調
査
と
企
業
立
地
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
地
方
創
生
の
取
り
組

み
と
合
わ
せ
、
28
年
度
ま
で
に
一
社
の
誘

致
を
目
指
す
。

　

関
西
事
務
所
に
つ
い
て
は
、
本
部
長
並

び
に
「
企
業
立
地
チ
ー
ム
」
の
施
策
と
も

連
携
し
て
推
進
し
て
い
る
。

自
治
基
本
条
例
制
定
は

　
　問

　
自
治
基
本
条
例
の
制
定
、
ま
た
、
町
政

参
与
制
度
に
つ
い
て
、
そ
の
実
施
状
況
と

成
果
を
問
う
。

　

自
治
基
本
条
例
は
、
町
民
の
浸
透
度
が

低
い
こ
と
や
、
町
づ
く
り
は
条
例
が
な
く

て
も
推
進
で
き
る
と
い
っ
た
意
見
を
い
た

だ
い
て
お
り
、
時
期
尚
早
と
判
断
し
た
。

　

町
参
与
制
度
は
、
現
時
点
で
は
実
施
せ

ず
、
地
方
創
生
琴
浦
町
版
総
合
戦
略
の
中

で
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　問

山
下
町
長

　
　答

お
お
む
ね
計
画
ど
お
り

山
下
町
長

　
　答

赤
碕
地
区
は
前
倒
し
で

山
下
町
長

　
　答

一
社
の
誘
地
目
指
す

山
下
町
長

　
　答

時
期
尚
早

山
下
町
長

　
　答

問

答

「琴浦新時代への挑戦」
実施状況は

21の事業に取り組んだ
川本正一郎 議員
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一 般 質 問 一 般 質 問

　
　
　
移
住
・
定
住
の
実
態
と
目
標
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
就
農
希
望
者
に
対
す
る
町
独
自

の
研
修
制
度
の
創
設
、
就
農
だ
け
に
と
ら

わ
れ
な
い
「
半
農
半
Ｘ
制
度
」
の
導
入
、

農
業
振
興
公
社
を
廃
校
校
舎
に
設
け
、
定

住
促
進
施
設
、
宿
泊
研
修
施
設
に
活
用
す

る
こ
と
を
提
案
す
る
。

　

移
住
定
住
は
、
６
年
間
に
14
世
帯
19
人

が
空
き
家
情
報
登
録
制
度
を
利
用
し
て
移

住
し
た
。

　

新
規
就
農
者
へ
の
支
援
は
国
、
県
、
担

い
手
育
成
機
構
な
ど
ス
ム
ー
ズ
に
就
農
で

き
る
仕
組
み
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
。

　

農
業
公
社
は
設
立
し
な
く
て
も
目
的
は

達
成
で
き
る
。
廃
校
舎
の
農
業
研
修
施
設

は
難
し
い
。
町
の
新
規
就
農
者
定
住
促
進

交
付
金
な
ど
で
就
農
に
つ
な
げ
る
。

大
ナ
タ
振
る
え

　
　問

　
田
園
回
帰
か
ら
地
方
回
帰
に
変
わ
っ
て

い
る
。
日
南
町
で
は
受
け
皿
が
あ
り
、
関

西
・
関
東
か
ら
来
て
い
る
。

　
琴
浦
町
は
特
徴
が
な
い
。
大
ナ
タ
を
振

る
う
べ
き
で
遅
い
ぐ
ら
い
。
町
の
ト
ッ
プ

と
し
て
ど
こ
の
町
村
に
も
負
け
な
い
。
そ

う
い
う
時
で
は
な
い
か
。

　

地
方
創
生
が
日
本
中
の
雰
囲
気
に
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
個
人
的
に
考
え
て
住
む

の
だ
っ
た
ら
客
観
的
に
わ
が
町
の
ほ
う
が

魅
力
的
で
可
能
性
も
あ
る
。　

　

関
西
事
務
所
も
あ
り
、
強
力
に
推
進
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
問
題

意
識
を
も
っ
て
い
る
。

日
本
一
の
就
農
目
指
せ

　
　問

　
担
い
手
育
成
機
構
で
琴
浦
の
実
績
に
比

べ
、
同
じ
時
に
ス
タ
ー
ト
し
た
日
南
で
は

農
業
で
16
人
、
林
業
で
13
人
、
合
わ
せ
て

29
人
、
74
・
4
％
の
定
着
率
は
す
ご
い
。

　
日
本
一
に
な
る
琴
浦
町
の
移
住
・
定
住

も
含
め
た
農
業
就
業
は
で
き
な
い
の
か
。

　

人
口
減
少
対
策
で
、
あ
れ
も
こ
れ
も
や

り
ま
す
で
は
、
財
政
負
担
も
あ
り
、
来
る

人
に
頼
る
こ
と
は
ど
う
か
と
思
う
。

　

全
国
的
な
知
恵
比
べ
の
時
代
だ
が
、
冷

静
に
考
え
た
時
に
本
当
に
優
秀
な
人
が
来

て
根
付
く
の
か
、半
分
は
分
る
が
、チ
ョ
ッ

ト
待
て
よ
、
と
い
う
こ
と
が
正
直
な
気
持

ち
で
あ
り
悩
み
で
も
あ
る
。

農
業
公
社
考
え
な
い
か

　
　問

　
農
業
振
興
公
社
を
作
る
考
え
は
全
く
な

い
の
か
、
考
え
て
見
る
、
と
い
う
こ
と
な

の
か

　

言
え
る
の
は
人
材
。
人
材
が
あ
っ
て
そ

の
先
に
ど
う
い
う
シ
ス
テ
ム
で
や
っ
て
い

く
か
を
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
は
じ
め
に

公
社
あ
り
き
と
い
う
考
え
は
持
っ
て
い
な

い
。
人
材
こ
そ
が
す
べ
て
だ
。

　
　問

課
題
は
担
い
手
の
確
保

　
　答

強
力
に
推
進
す
る

　
　答

チ
ョ
ッ
ト
待
て
よ

　
　答

人
材
が
す
べ
て

　
　答

問

答

農業振興公社を

公社ありきでない
桑本　始 議員

―　18　― ことうら議会だより　第44号　2015年５月１日



一 般 質 問 一 般 質 問

　
　
　
農
業
委
員
会
よ
り
農
業
後
継
者
対

策
、
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
な

ど
６
項
目
に
わ
た
る
「
建
議
書
」

が
出
さ
れ
た
。

　
町
の
主
要
産
業
で
あ
る
農
業
を
ど
う
考

え
、
ど
の
よ
う
な
未
来
を
描
き
な
が
ら
、

農
業
政
策
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

　

土
地
を
い
か
に
し
て
担
い
手
に
集
積

し
、
特
徴
あ
る
農
畜
産
物
を
振
興
し
て
い

く
か
が
課
題
と
考
え
る
。

　

商
品
の
販
売
環
境
の
整
備
が
大
切
で
あ

り
、
東
京
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
に
ビ
ジ

ネ
ス
ブ
ー
ス
を
設
け
た
。

体
制
づ
く
り
が
必
要

　
　問

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
平
成
21
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
隊
員
の
約
８
割
が

20
代
か
ら
30
代
で
、
任
期
終
了
後
、
約
６

割
が
同
じ
地
域
に
定
住
し
て
い
る
。

　
隊
員
が
活
動
し
や
す
い
、
し
っ
か
り
と

し
た
体
制
づ
く
り
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

１
名
の
隊
員
を
10
月
か
ら
受
け
入
れ
、

古
布
庄
、
以
西
な
ど
で
活
動
し
て
い
る
。

　

ま
た
、「
琴
浦
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
の
活
動
も
行
っ
て
い
る
。

　

本
年
２
月
か
ら
も
う
１
名
採
用
し
、「
森

林
・
里
山
保
全
リ
ン
（
林
）
ジ
ャ
ー
業
務
」

で
活
動
し
て
も
ら
う
。

　

隊
員
に
は
、
や
り
が
い
を
持
っ
て
生
き

生
き
と
働
い
て
も
ら
う
た
め
に
、
周
囲
で

支
え
る
体
制
が
必
要
で
あ
る
。

武
道
で
健
康
づ
く
り

　
　問

　
琴
浦
町
は
、
ス
ポ
ー
ツ
、
武
道
が
盛
ん

な
地
域
だ
と
考
え
る
。

　
こ
の
取
り
組
み
を
一
層
強
め
、
健
康
で

豊
か
な
町
づ
く
り
を
目
指
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　

多
く
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
輩
出

し
、
世
界
・
国
内
で
出
身
者
が
活
躍
し
て

お
り
、感
動
を
与
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、豊
か
な
自
然
の
中
で
、家
族
・

地
域
に
育
ま
れ
、よ
い
指
導
者
に
出
会
い
、

何
よ
り
自
分
自
身
の
目
標
を
定
め
、
邁
進

し
た
結
果
だ
と
考
え
る
。

　

今
後
と
も
、
子
ど
も
達
が
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
て
、
豊
か
な
心
と
体
を
育
て
る
取
り

組
み
を
、
教
育
委
員
会
と
と
も
に
進
め
て

い
く
。

　

ス
ポ
ー
ツ
と
の
出
会
い
は
、
心
身
の
健

全
な
発
達
を
促
し
、
子
ど
も
の
成
長
に
大

切
な
事
柄
と
思
い
ま
す
。

　

指
導
者
協
議
会
、ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
、

ま
た
、
公
民
館
活
動
を
通
じ
、
取
り
組
み

を
強
め
ま
す
。

　
　問

山
下
町
長

　
　答

周
囲
で
支
え
る
体
制
が

山
下
町
長

　
　答

教
育
委
員
会
と
進
め
る

山
下
町
長

　
　答

取
り
組
み
強
め
る

小
林
教
育
長

　
　答

問

答

農業の未来どう描く

土地の集積が課題
語堂　正範 議員
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一 般 質 問 一 般 質 問

　
　
　

　
関
西
事
務
所
に
職
員
を
再
度
派
遣
し
、

企
業
誘
致
を
推
進
す
る
と
い
う
重
要
目
的

で
再
開
さ
れ
た
が
、
そ
の
使
命
は
果
た
せ

た
の
か
。

　
一
年
間
企
業
誘
致
が
進
展
し
て
な
い
状

況
だ
が
、
県
と
の
連
携
、
情
報
収
集
な
ど

企
業
誘
致
の
道
筋
が
で
き
た
一
年
だ
っ
た

の
か
。

実
施
し
て
き
た

山
下
町
長

　
　答

　

企
業
誘
致
を
中
心
と
し
た
取
り
組
み
を

実
施
し
て
き
た
。
県
関
西
事
務
所
本
部
並

び
に
企
業
誘
致
チ
ー
ム
と
の
連
携
を
密
に

し
て
企
業
誘
致
を
推
進
し
て
い
る
。

本
当
に
誘
致
で
き
る
か

　
　問

　
企
業
誘
致
が
一
件
も
で
き
て
い
な
い
段

階
で
本
当
に
で
き
る
の
か
。

情
報
を
提
供
し
て
い
る

山
下
町
長

　
　答

　

二
軒
屋
を
中
心
と
し
た
エ
リ
ア
を
確
保

し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
作
っ
た
。

　

地
権
者
や
周
り
に
も
情
報
を
提
供
し
て

い
る
。

費
用
対
効
果
は

　
　問

　
職
員
を
派
遣
し
、何
年
目
に
な
る
の
か
。

費
用
対
効
果
を
考
え
る
と
無
駄
を
出
し
て

い
る
よ
う
な
感
じ
だ
が
、
そ
の
点
は
ど
う

捉
え
て
い
る
の
か
。

企
業
誘
地
一
社
ぜ
ひ

山
下
町
長

　
　答

　

６
年
半
ぐ
ら
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

当
初
は
企
業
誘
地
を
あ
ま
り
考
え
て
い

な
か
っ
た
が
、
今
回
は
企
業
誘
致
を
第
一

目
標
に
掲
げ
て
い
る
。

　

一
社
の
企
業
誘
致
を
ぜ
ひ
成
功
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
と
し
て
、
積
極
的
に

動
い
て
い
く
。

万
本
桜
の
こ
れ
か
ら
は

　
　問

　
万
本
桜
復
活
事
業
と
し
て
数
多
く
の

方
々
の
支
援
で
桜
の
植
栽
が
実
施
さ
れ
た
。

　
こ
の
26
年
度
の
事
業
経
費
、
今
後
の
植

栽
は
管
理
を
含
め
て
ど
の
よ
う
な
計
画
で

取
り
組
み
を
す
る
の
か
。
ま
た
、
船
上
山

全
体
の
魅
力
を
引
き
出
す
た
め
、
周
辺
の

整
備
が
重
要
だ
が
、
周
辺
整
備
は
ど
の
よ

う
に
す
る
の
か
。

琴
浦
ア
ル
プ
ス
の
魅
力
ア
ッ
プ
に

山
下
町
長

　
　答

　

全
国
各
地
か
ら
２
７
６
万
円
の
寄
付
を

集
め
、
船
上
山
万
本
桜
公
園
復
活
事
業
を

実
施
し
た
。
27
年
度
も
万
本
桜
を
果
た
す

べ
く
植
樹
を
行
っ
て
い
く
。

　

地
元
の
方
と
話
を
し
て
整
備
し
、
琴
浦

ア
ル
プ
ス
の
魅
力
を
観
光
客
の
方
が
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
事
業
を
継
続
を
し
て

い
く
。

県
道
赤
碕
船
上
山
線
に

つ
い
て

　
　問

　
出
上
か
ら
大
石
集
落
ま
で
の
区
間
は
道

幅
が
狭
く
、
急
カ
ー
ブ
、
Ｓ
字
カ
ー
ブ
と

な
っ
て
い
る
。
歩
行
者
が
多
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
歩
道
の
設
置
も
未
整
備
で
危
険
で

あ
る
。
こ
の
状
況
は
ど
う
捉
え
る
か
。

協
力
が
得
ら
れ
な
い

山
下
町
長

　
　答

　

県
が
予
算
化
し
た
が
、
地
元
の
協
力
が

十
分
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
県
の
方
に
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
接
触
を
持
ち
な
が
ら
要

望
活
動
を
し
て
い
く
。

※�

小
椋
議
員
は
こ
れ
以
外
に
「
防
犯
監
視

カ
メ
ラ
の
設
置
」
の
問
題
も
質
問
し
ま

し
た
。

関
西
事
務
所
に
つ
い
て

　
　問

問

答

関西事務所
再開の使命果たしたか

連携を密に推進している
小椋　正和 議員
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請願・陳情

番　号 件　　　名 提　出　者 紹介議員 要　　　旨 委員会
付託 結　果

26年
請願
第7号

請願書（所得税法
第56条の廃止を求
める請願）

民商鳥取県連
婦人部協議会
会長　西田美津子

青亀壽宏
新藤登子

家族従事者に支払った報酬を、
税法上必要経費として認める事
を求める意見書を国に提出する
ことを求める。

総務
採択
意見書
提出

27年
請願
第1号

集団的自衛権関連
法案を国会に提出
しないよう求める
請願書

憲法改悪反対
鳥取県協同
センター

代表　田中　暁

青亀壽宏

行政権の行使としての憲法解釈の
変更は立憲主義を否定するもので
あり、多くの国民は集団的自衛権
の行使容認に反対している。
集団的自衛権の行使を具体化する
法案を国会に提出しないよう強く
求める。

総務
継続
審査

※さらに調査研
究を要するため

27年
請願
第2号

最低保障年金制度
の実現を求める請
願

全日本年金者組合
鳥取県本部
中部支部長
平井　隆

青亀壽宏

国民の生存権を守る全額国庫負
担の「最低保障年金制度」を実
現のための意見書を提出するこ
とを求める。

教民

不採択
※全額国庫負担
は困難であり、
社会保障全体で
考えるべきもの

27年
陳情
第1号

地方自治法第124
条以下及び国会法
第79条以下並びに
請願法について、
日本国憲法第16条
の請願権規定の趣
旨に合致する形で
の改正を求める意
見書の提出を求め
る陳情

倉吉市
足羽　佑太

請願の受理要件「議員の紹介」
を不要にすること。請願につい
て、その結果を提出者に報告す
べきと請願法に明記すること。
「陳情」の法的性質を法に明記
すること。
以上について国に意見書を提出
することを求める。

議運

不採択
※国においては、
現実的に不可能。
本会議では陳情
も請願と同様の
取り扱いをして
いる

27年
陳情
第2号

中学校で使用する
歴史・公民教科書
の採択基準に関す
る陳情

教育を考える
鳥取県民の会
会長　河合　鎭徳

平成28年から使用される中学校
歴史・公民教科書の採択で採択
理由を公表すること。採択理由
には、定量的評価法による評価
が行われるよう陳情する。

教民
不採択

※議会で取り組
むべき内容と考
えられないため

27年
陳情
第3号

教科書採択改善の
ために、総合教育
会議（設置）の準
備に関する陳情に
ついて

教育を考える
鳥取県民の会
会長　河合　鎭徳

町長の下に「総合教育会議」が
設置される。教育基本法を遵守
した教科書が採択されるよう、
町議会において決議し、町長及
び教育委員会に対し勧告するよ
う陳情する。

教民
不採択

※議会で取り組
むべき内容と考
えられないため

［平成27年３月定例会］
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町 民 の 声

あ
と

　 

が
き

　

議
会
広
報
に
携
わ
り
１
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。 

　

こ
の
間
、
大
幅
な
紙
面
刷
新
等
、
身
近

な
「
議
会
だ
よ
り
」
を
目
指
し
て
委
員
一

同
奮
闘
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
議
会
だ
よ
り
は
、
意
見

交
換
会
の
報
告
も
合
わ
せ
て
掲
載
し
て
い

ま
す
。 

　

私
た
ち
議
員
が
三
地
区
に
分
か
れ
て

行
っ
た
も
の
で
す
。
現
場
の
貴
重
な
意
見

を
し
っ
か
り
町
政
へ
届
け
て
ま
い
り
ま
す
。 

　

こ
れ
か
ら
も
親
し
ま
れ
る
「
議
会
だ
よ

り
」
に
な
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。

�

（
大
平　

高
志
）

議
会
広
報
常
任
委
員
会

�

委
員
長　
　

青
亀　

壽
宏

�

副
委
員
長　

大
平　

高
志

�

委
員　
　
　

新
藤　

登
子

�

委
員　
　
　

山
田　

義
男

�

委
員　
　
　

桑
本　

賢
治

�

委
員　
　
　

澤
田　

豊
秋

４
月
６
日
、
成
美
保
育
園
に
元
気

い
っ
ぱ
い
な
51
人
の
園
児
が
入
っ
て

来
ま
し
た
。

表
紙
の
写
真
は
そ
の
入
園
式
の
様

子
で
す
。

表
紙
写
真

「
ハ
テ
？
生
涯
学
習
・ 

社
会
教
育
・
公
民
館
っ
て
」

　

生
涯
学
習
は
、
私
た
ち
が
生
涯
に

わ
た
っ
て
学
習
し
よ
う
と
い
う
も
の

で
、そ
の
場
は
家
庭
・
学
校
・
職
場
・

地
域
社
会
で
行
わ
れ
ま
す
。
公
民
館

は
、
主
に
地
域
に
住
む
方
が
対
象
に　
　

な
る
社
会
教
育
と
も
い
え
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
公
民
館
活
動
で
学
ぶ

こ
と
は
、
生
涯
学
習
の
一
部
で
は
あ

り
ま
す
が
、
学
ぶ
だ
け
で
は
終
わ
っ

て
は
い
け
な
い
「
一
歩
踏
み
込
ん
だ

視
点
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

公
民
館
に
は
館
長
や
主
事
が
い
ま

す
が
演
出
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
舞

台
装
置
も
演
出
家
も
す
べ
て
皆
が
や

り
ま
す
。
最
近
で
は
、「
公
民
館
で

学
ぶ
」
よ
り
住
民
が
公
民
館
を
使
い

こ
な
し
、「
公
民
館
を
や
る
」
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
個
人
の
要
望
や
趣
味
に

応
え
る
講
座
で
単
に
技
術
や
教
養
を

習
得
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
成
果

が
地
域
に
還
元
さ
れ
、
お
ら
が
地
域

の
「
自
治
」
活
動
へ
と
た
ど
り
着
か

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

公
民
館
が
ね
ら
う
「
つ
ど
う
」「
ま

な
ぶ
」「
む
す
ぶ
」
と
い
っ
た
機
能

を
大
切
に
し
、「
公
民
館
を
や
る
」、

住
民
が
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た

ち
で
良
く
し
て
行
こ
う
と
い
う
「
住

民
の
自
治
能
力
の
向
上
」
が
必
要
な

の
で
す
。

「
安
心
で
き
る
町
づ
く
り
」

　

昔
、
港
町
は
半
農
半
漁
の
町
で
あ

り
、
古
い
町
並
み
で
し
た
。
閉
塞
感

も
強
く
、
区
長
に
な
り
、
な
ん
と
か

思
い
や
り
の
町
に
と
考
え
た
末
、
住

民
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

考
え
、
春
秋
に
は
バ
ス
の
旅
行
、
Ｇ

Ｇ
大
会
を
開
催
。

　

交
通
安
全
で
は
安
全
日
と
交
通
安

全
週
間
に
は
全
戸
が
安
全
旗
を
掲
揚
、

７
時
に
は
必
ず
安
全
放
送
を
し
ま
す
。

　

港
町
自
主
防
災
会
で
は
６
月
大
が

か
り
な
避
難
訓
練
を
計
画
し
、
独
居

者
、
高
齢
者
、
子
ど
も
達
を
津
波
・

火
災
な
ど
か
ら
身
の
安
全
を
考
え
訓

練
し
ま
す
。

　

福
祉
連
絡
会
の
い
き
い
き
サ
ロ
ン

「
根
っ
子
の
会
」
で
は
、
民
生
委
員
、

福
祉
委
員
、
ま
た
、
愛
の
輪
協
力
員

８
名
の
合
計
10
名
で
構
成
し
、
港
町

独
自
の
災
害
時
要
援
護
者
名
簿
を
作

成
し
、
独
居
高
齢
者
の
安
否
確
認
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、軒
先
に
は
黄
色
小
旗
が「
元

気
だ
よ
」
と
知
ら
せ
、
安
否
確
認
に

一
役
買
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
様
に
住
民
同
士
が
ひ
と
つ
に

な
り
、
一
つ
ひ
と
つ
の
積
み
重
ね
か

ら
思
い
や
り
が
生
ま
れ
、
港
町
は

も
っ
と
も
っ
と
明
る
く
元
気
な
町
に

な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

住
民
同
士
の
一
声
一
声
が
本
当
に

自
分
達
の
町
が
安
心
か
つ
安
全
に
な

る
と
思
い
、
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
よ
う

に
今
後
と
も
し
っ
か
り
と
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

和田　實さん藤田　弘志さん

県内議会 認定第１号
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